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質
問
の 

七
） 

答

弁

第

七

号 

   

衆
議
院
議
員
土
井
た
か
子
君
提
出
東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
グ
ル
牧
師
の
人
権
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
五
第
七
号 

昭
和
五
十
年
二
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
土
井
た
か
子
君
提
出
東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
グ
ル
牧
師
の
人
権 

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

一
九
七
四
年
十
二
月
二
十
日
付
け
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
よ
り
宮
澤
外
務
大

臣
あ
て
の
書
簡
に
対
す
る
回
答
は
、
在
米
日
本
大
使
館
よ
り
行
う
よ
う
指
示
し
た
。 

二
に
つ
い
て 

十
二
月
十
四
日
の
当
該
大
韓
航
空
〇
〇
二
便
の
機
長
名
は
、
金
浩
渕
（
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｈ
Ｏ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
）
で
あ
る
。 

韓
国
中
央
情
報
部
員
が
と
う
乗
し
て
い
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

強
制
退
去
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
本
人
の
本
国
以
外
に
寄
港
で
き
な
い
と
い
う
国
際
法
又
は
国
際
慣
習
は
な 



四
及
び
八
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
四
日
二
十
二
時
十
分
こ
ろ
、
運
輸
省
東
京
空
港
事
務
所
航
務
課
か
ら
、
東
京
空
港

警
察
署
に
対
し
「
五
十
二
番
ス
ポ
ッ
ト
に
出
発
準
備
で
駐
機
中
の
大
韓
航
空
〇
〇
二
便
に
と
う
乗
券
を
持
た
な

い
外
人
二
名
が
入
り
機
外
に
出
な
い
で
困
つ
て
い
る
。
機
長
が
警
察
官
の
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
。
」
と
の
連
絡

が
あ
り
、
同
署
で
は
警
察
官
十
一
名
を
急
派
し
た
。 

二
十
二
時
十
五
分
こ
ろ
、
同
機
内
に
立
ち
入
つ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
二
名
は
、
米
国
人
記
者
と
名

乗
り
「
機
内
に
韓
国
か
ら
強
制
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
た
オ
ー
グ
ル
氏
が
乗
つ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
面
接
取
材
し

た
い
。
」
と
申
し
立
て
て
お
り
、
乗
務
員
達
は
両
名
の
機
内
立
入
を
拒
否
し
て
口
論
し
て
い
た
。 

あ
る
国
家
に
よ
り
強
制
退
去
処
分
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
そ
の
こ
と
の
み
に
よ
り
、
外
国
に
お
い
て
特
別
の

国
際
法
上
の
地
位
を
有
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

い
。 

四 

 



そ
の
後
、
十
二
月
十
八
日
乗
務
員
二
名
か
ら
、
同
二
十
日
機
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
事
情
を
聴
取
し
た
と
こ 

ろ
、
い
ず
れ
も
オ
ー
グ
ル
氏
が
同
機
に
と
う
乗
し
て
い
た
事
実
を
認
め
、
特
に
機
長
は
「
オ
ー
グ
ル
氏
よ
り
東

京
で
降
り
た
い
と
の
申
出
が
あ
つ
た
が
、
私
の
立
場
上
困
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
機
内
に
残
る
よ
う
説
得
し
た
と

こ
ろ
、
了
解
し
て
座
席
に
座
つ
て
い
た
。
」
と
陳
述
し
、
機
内
に
お
け
る
監
禁
の
事
実
は
な
か
つ
た
と
し
て
い 

し
か
し
、
念
の
た
め
、
機
長
の
同
意
を
得
て
、
警
察
官
五
名
が
手
分
け
し
て
日
本
語
と
英
語
で
「
オ
ー
グ
ル

さ
ん
」
あ
る
い
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
オ
ー
グ
ル
」
と
呼
び
な
が
ら
、
乗
客
席
、
手
洗
所
な
ど
機
内
を
調
査
し
た
が
、

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
誰
か
ら
も
何
の
申
出
も
な
く
発
見
に
至
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
他
何
ら
不
審
な
状
況
も
認
め

ら
れ
な
か
つ
た
。 

警
察
官
が
オ
ー
グ
ル
氏
と
う
乗
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
対
し
、
機
長
は
「
乗
つ
て
い
な
い
」
と 

答
え
、
更
に
機
内
に
い
た
大
韓
航
空
東
京
支
店
員
も
乗
客
名
簿
に
オ
ー
グ
ル
氏
の
名
前
は
な
い
と
申
し
立
て 

た
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

ま
た
、
本
年
二
月
十
三
日
、
オ
ー
グ
ル
氏
か
ら
事
情
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
「
東
京
で
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
客
と

と
も
に
降
り
よ
う
と
す
る
と
乗
務
員
等
に
押
し
止
め
ら
れ
、
更
に
機
長
に
降
り
て
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
の

で
座
席
に
戻
り
、
そ
の
後
通
路
を
行
つ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
。
」
と
説
明
し
た
。 

機
長
が
乗
客
の
旅
券
を
取
り
上
げ
る
権
限
を
有
す
る
か
否
か
は
、
他
国
の
領
域
内
に
お
け
る
場
合
を
別
と
す

れ
ば
、
当
該
航
空
機
の
所
属
国
の
国
内
法
上
の
問
題
で
あ
る
。 

以
上
の
状
況
か
ら
、
東
京
空
港
に
お
い
て
、
オ
ー
グ
ル
氏
が
機
内
で
監
禁
の
状
態
に
あ
つ
た
と
認
め
る
の
は

困
難
と
思
わ
れ
る
。 

る
。 御

指
摘
の
よ
う
な
仮
定
の
事
実
を
基
に
、
主
権
侵
害
問
題
を
論
ず
る
の
は
、
不
適
当
と
考
え
る
。 

六 

 



 

七 

国
際
法
上
、
他
国
の
領
域
内
に
お
け
る
機
長
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
明
確
で
な
い
点
が
多
い
が
、
少
な
く
と

も
、
航
空
機
が
他
国
に
着
陸
し
た
後
に
お
い
て
は
、
一
般
国
際
法
上
機
長
と
し
て
の
特
別
の
権
限
が
一
般
に
認

め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

七
に
つ
い
て 

東
京
空
港
警
察
署
は
、
四
及
び
八
に
つ
い
て
の
項
で
述
べ
た
と
お
り
の
措
置
を
と
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

当
時
、
オ
ー
グ
ル
氏
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ず
、
ま
た
、
大
韓
航
空
〇
〇
二
便
の
出
発
時
間
も
切
迫
し
て
い
た
の

で
、
警
察
官
は
、
機
内
に
残
つ
て
い
た
米
国
人
一
名
（
後
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
テ
ン
ツ
ェ
ル
氏
と
判
明
）
を
促
し

て
と
も
に
機
外
に
出
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
他
の
米
国
人
一
名
（
後
に
ド
ナ
ル
ド
・
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
氏
と
判
明
）
は
、
既
に
機
外
に
出
て
い

た
。 

右
答
弁
す
る
。 




